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WF：B執行委員会

シ
ド
圏
一
一
で
第
2
0
回
W
F
B
大
会
開
催

L
D
T
へ
は
考
古
学
レ
ポ
ー
ト
提
出

1998一年一1月1日

　
十
二
月
三
日
よ
り
六
日
ま
で
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク

市
内
の
W
F
B
本
部
に
て
第
五
十
六
回
W
F
B
執
行

委
貝
会
が
開
催
さ
れ
た
。

L
D
T
副
理
事
長
ヘ
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
川
島
委
員

　
本
会
よ
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
貝
会
企
画
・
渉
外
担

当
の
川
島
宏
之
委
員
及
び
、
本
会
派
遣
の
考
古
学
者

上
坂
悟
氏
、
並
び
に
吉
橋
国
際
文
化
部
長
、
深
澤
次

長
が
出
席
し
た
。

　
今
般
の
会
議
で
は
か
ね
て
よ
り
、
提
出
を
約
束
し

て
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
L
D
T
へ
提
出
し
た
。

　
レ
ポ
ー
ト
は
マ
ヤ
堂
遺
跡
の
所
見
（
一
九
九
二
年

よ
り
九
六
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
調
査
記
録
）
と
提
言

（
遺
跡
の
保
護
と
マ
ヤ
堂
の
復
元
に
つ
い
て
）
か
ら

な
り
、
特
に
提
言
の
章
で
は
、
先
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
設
計
者
の

丹
下
健
三
氏
へ
設
計
を
依
頼
す
る
こ
と
等
も
、
触
れ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
W
F
B
執
行
委

員
会
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
の
報
告
の
為
に
出
席
し
た

L
D
T
副
理
事
長
ラ
マ
氏
へ
川
島
委
員
よ
り
手
渡
し
、

あ
わ
せ
て
W
F
B
へ
本
会
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
経

過
を
説
明
、
各
国
の
W
F
B
執
行
委
員
へ
も
レ
ポ
ー

ト
が
配
布
さ
れ
た
。

　
本
会
は
L
D
T
へ
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
返

砿
P
一
ひ
一

財
団
法
人

会
　
　
長

続
会
長

理
事
長

常
務
理
事

横楠細永成欝欝乙

山　川井田邨原川

園宗景祥有英大磯

懇親一文恒士細蟹
全
日
本
仏
教
会

白田森宮松田高

幡丸田部山中井
森北
　
條

海
老
原

川
　
井

新
　
居

藤鳥
　
居

謙徳禅亮翌日隆

佑善朗信恵淳秀
愼光欝欝容成和

懸盤政俊光之久
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信
を
要
求
、
す
な
わ
ち
、
丹
下
氏
を
承
認
す
る
こ
と

と
、
丹
下
氏
と
話
し
合
え
る
ネ
パ
ー
ル
の
建
築
家
を

紹
介
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

　
各
国
委
員
よ
り
本
会
が
提
示
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
対

し
て
、
特
に
丹
下
健
三
氏
が
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の

設
計
に
関
わ
る
こ
と
に
、
賛
同
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
W
F
B
本
部
及
び
W
F
B
執
行
委
員
会
は
、
本
会

の
立
場
を
十
分
に
理
解
し
、
今
後
の
本
会
の
事
業
に

対
す
る
協
力
を
約
束
し
、
ネ
パ
ー
ル
に
対
し
て
、
事

業
の
早
期
完
遂
を
要
請
し
た
。

；窯

東京グランドホテルで開催された常務理事会

　
レ
ポ
ー
ト
が
L
D
T
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
復
元
へ
向
け
て
大
き
な
前
進
と
な
っ
た
こ
と
を

出
席
者
へ
印
象
づ
け
た
。

　
ま
た
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
W
F
B
世
界
大
会

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
第
二
十
回
世
界
大
会
は
、

開
催
予
定
国
、
韓
国
の
突
然
の
辞
退
に
よ
っ
て
二
年

間
開
催
が
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、
討
議
の
結
果
、
来

年
十
月
二
十
九
日
よ
り
十
一
月
三
日
の
日
程
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
の
仏
光
山
で
開
催
さ
れ
る

事
が
決
定
し
た
。

　
去
る
十
二
月
二
日
午
後
三
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
、
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
白
幡
理
事
長
を
議
長
に
、
海
老
原
春
光
、
楠
宗
親

の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
「
平
成
十
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
白
幡
議
長
よ
り
上
程
。
田
中
総
務
部
長
及
び
鷲
尾

財
務
部
長
が
説
明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
①
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
報
告

　
川
島
宏
之
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
よ
り
、
新
マ
ヤ
堂
に

関
す
る
ネ
パ
ー
ル
側
と
の
折
衝
経
過
が
報
告
さ
れ
た
。

　
②
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
、
報
告
さ
れ
た
。

理

事

志増建大五安洞
　　　　十
鶴田部嶋嵐藤外

秀一犬一意正文

邦圓憲明承晃三

島山

　　監田田

事
俊
　
和

喜
久
子駆駆惣蟷繍総局

事長長長長長長長長長長長

吉
　
田

長
谷
川

白
　
川

自己
　
田

高
　
見

寛文政船霊英

康有昭敬信哲

河
　
野
　
亮
　
永

江水深壽大三渡吉野伊鷲田荒
　　　　　　　　生
澤野澤山谷浦邊橋．司東尾中川

み和照良常章宗勝祐俊幸光正
ゆ

き子生光淳興徹寛宏彦雄成憲
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丸
子
町
内
寺
院
の
合
祀
塔

　
十
一
月
十
二
日
置
十
三
日
の
二
日
間
、
長
野
県
丸

子
町
・
佐
久
市
内
に
お
い
て
、
第
九
回
加
盟
団
体
代

表
者
同
和
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
十
五
団
体
三
十
六

名
の
宗
務
行
政
責
任
者
が
参
加
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
、
仏
教
界
に
山
積
す
る
諸
課
題
の
中
、
最
も
緊

急
課
題
で
あ
る
「
差
別
法
名
・
戒
名
」
の
改
正
に
係

わ
る
課
題
で
あ
り
、
問
題
の
指
摘
を
受
け
て
以
来
、

間
も
な
く
二
十
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
も

多
く
の
事
象
が
未
解
決
の
状
況
で
あ
る
。
か
つ
て
、

八
年
前
に
も
「
差
別
法
（
戒
）
名
」
に
関
す
る
現
地

研
修
会
を
実
施
し
た
が
、
取
り
組
み
の
出
発
点
を
再

確
認
し
、
よ
り
積
極
的
・
主
体
的
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
再
度
現
地
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
一
日
目
は
、
丸
子
町
解
放
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
二

つ
の
講
演
が
あ
り
、
初
め
に
部
落
解
放
研
究
所
宗
教

部
会
幹
事
・
松
根
鷹
氏
を
講
師
に
迎
え
「
差
別
法
名

・
戒
名
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

松
根
氏
は
、
檀
家
制
度
（
家
制
度
）
や
葬
送
儀
礼
の

変
化
な
ど
宗
教
環
境
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
前

提
に
、
具
体
的
な
差
別
法
名
・
戒
名
の
事
例
を
説
明

し
た
。
併
せ
て
各
宗
派
の
改
正
状
況
を
紹
介
し
、
終

わ
り
に
、
時
代
に
即
し
た
葬
送
儀
礼
、
と
り
わ
け
「
戒

名
問
題
」
の
再
検
討
を
要
望
し
た
。

　
引
き
続
き
、
部
落
解
放
同
盟
丸
子
町
協
議
会
書
記

長
・
太
田
義
明
氏
に
よ
り
「
差
別
墓
石
改
正
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
丸

子
町
の
概
要
や
差
別
墓
石
の
移
転
経
緯
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
太
田
氏
は
、
「
丸
子
町
の
墓
地
に
は
、

三
百
年
以
上
に
わ
た
る
古
い
墓
石
が
乱
立
し
て
い
る

う
え
、
差
別
法
（
戒
）
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
墓
石
が

数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
石
を
こ
の
ま
ま
の
状
態

で
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
興
信
所
等
に
よ
る
身
元
調

査
に
悪
用
さ
れ
、
差
別
の
再
生
産
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
差
別
法
（
戒
）
名
の
刻
ま
れ

た
墓
石
を
『
壊
さ
な
い
・
埋
め
な
い
・
隠
さ
な
い
』

を
原
則
に
菩
提
寺
に
移
転
・
安
置
す
る
と
と
も
に
墓

地
整
備
を
行
い
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
共
有
教
材

と
し
て
大
切
に
保
存
・
供
養
す
る
。
」
と
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
太
田
氏
の
案
内
に
よ
り
丸
子
町
内
の
ニ
カ

所
の
墓
地
に
て
、
墓
参
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、

差
別
法
（
戒
）
名
が
刻
ま
れ
た
墓
石
に
触
れ
、
改
め

て
差
別
の
厳
し
さ
や
深
さ
を
痛
感
し
た
。

「
二
十
一
世
紀
を
人
権
の
世
紀
に
／
」

　
二
日
目
は
、
佐
久
市
内
で
、
部
落
解
放
同
盟
中
央

本
部
書
記
長
・
組
坂
繁
之
氏
に
よ
り
「
『
人
権
フ
ォ

ー
ラ
ム
2
1
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

一4一
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講
演
す
る
嘉
辰
繁
之
氏

轍

わ
れ
た
。
組
坂
氏
は
去
る
十
一
月
十
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
設
立
総
会
の
模
様
を
披

露
し
た
。
「
昨
年
の
『
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
』
の

制
定
に
も
と
ず
い
て
本
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
『
人

権
擁
護
推
進
審
議
会
』
は
五
年
を
め
ど
に
答
申
を
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
1
』

は
、
国
内
外
の
差
別
の
実
態
を
ふ
ま
え
て
、
幅
広
い

意
見
を
集
約
し
、
日
本
の
人
権
政
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
広
く
各
方
面
に
政
策
提
言
を
提
示
し
て
い
く

た
め
に
結
成
さ
れ
た
。
代
表
に
は
、
武
者
小
路
公
秀

氏
（
反
差
別
国
際
運
動
日
本
委
員
会
理
事
長
）
を
は

じ
め
、
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
弁
護
士
、
反
差

別
各
団
体
、
宗
教
関
係
者
な
ど
幅
広
い
参
加
を
呼
び

か
け
た
。
二
十
一
世
紀
を
人
権
の
世
紀
に
す
る
高
い

目
標
と
同
時
に
、
政
府
の
審
議
会
に
民
間
の
立
場
か

ら
協
力
す
る
と
い
う
現
実
的
な
仕
事
も
、
こ
の
フ
ォ

差
別
墓
石
を
見
る
参
加
者

ー
ラ
ム
に
は
あ
る
。
」
と
説
明
し
、
今
後
の
活
動
内
容

や
仏
教
界
か
ら
の
更
な
る
参
加
協
力
を
要
請
し
た
。

そ
の
後
、
組
坂
氏
と
の
懇
談
の
後
、
二
日
間
の
研
修

会
を
終
了
し
た
。

法
律
相
談
室

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
の
要
領
で
、

長
谷
川
正
浩
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
は
、
寺

院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
税
務
、
一
般
民

事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、
宗
教
法
人

法
の
改
正
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
、

電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

◆
場
所

◆
電
話

毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

午
後
一
時
よ
り

全
日
本
仏
教
会
事
務
局

（
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
）

〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五
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光
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光
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植
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滝
　
信
　
行
繋
合
三
脚
花
田
誠
三
事
務
局
長
今
　
泉
　
尚
　
道
青
森
県
弘
前
市
西
茂
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－
四
一
二
二
〒
珊
－
鰍
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

北
海
道
仏
教
会
連
盟
会
　
　
長
大
嶋
俊
　
明
札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
十
九
－
ニ
ー
一
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
札
幌
別
院
内
〒
㎜
－
㎜
〇
一
一
（
六
一
一
）
九
六
二
三
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財
団
法
人
　
仏
教
伝
道
協
会

財
団
法
人
　
埼
玉
県
佛
教
会

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

、嬰
睾

会
　
　
長
　
沼
　
田
　
智
　
秀
理
事
長
　
信
　
楽
　
峻
　
麿
理
　
　
事
　
梶
　
山
　
雄
　
一

会
　
　
長
　
江
　
連
　
俊
　
則
副
会
長
　
河
　
野
　
亮
　
永

名
誉
会
長
　
一
　
條
　
智
　
光
会
　
　
長
　
友
　
廣
　
　
　
和
理
事
長
　
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
　
林
　
　
　
恵
智
子

．
《

く

ρ
6

同
　
　
高
　
崎
　
直
　
道
同
　
　
福
　
山
　
諦
　
法

　
　
同
　
　
酒
井
　
文
　
雄
専
務
理
事
　
目
　
黒
　
靖
　
淳

東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
7
F
〒
珊
－
㎜
〇
三
（
三
九
一
〇
）
一
二
入
九
分
室
〒
鵬
－
㎜
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
－
二
五
一
一
　
　
　
　
　
　
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
3
7
F
　
　
　
　
　
I
N
A
ひ
ま
わ
り
生
命
保
険
㈱
内

同
　
　
永
　
野
　
　
　
健

〇
三
（
三
三
四
四
）
六
七
九
四

「

圃

難

　
　
同
　
　
豊
　
原
　
大
　
成
常
務
理
事
　
高
島
孝
　
範

常
務
理
事
　
勝
　
山
　
良
　
盛
　
　
同
　
　
金
　
子
泰
嶽

本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
井
講
　
　
有
　
井
　
上
　
日
　
慶

監
　
　
事
　
井
上
　
信
　
一

同
　
　
萩
　
野
　
映
　
明

宗
務
総
長
　
小
　
山
　
日
　
誠

賂’

’
鍵

一

　
　
同
　
　
林
　
　
　
行
雄
　
　
同
　
　
坂
　
東
　
性
宣
東
京
都
港
区
芝
四
－
三
一
一
四
〒
鵬
－
㎜
〇
三
（
三
四
五
五
）
五
八
五
一

　
　
同
　
　
嘉
村
義
　
正
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
八
〒
説
－
㎜
〇
四
八
（
入
六
一
）
二
＝
二
八
F
A
X
　
O
四
八
（
入
六
四
）
六
六
四
九

本
山
宥
清
寺
〒
鯉
－
㎜
京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
　
　
　
　
　
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
番
地
の
一
　
　
T
E
L
　
O
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹
　
　
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一
本
門
佛
立
宗
宗
務
本
庁
〒
㎝
－
瀟
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
　
　
　
　
　
東
竪
町
＝
○
番
地
　
　
T
E
L
　
O
七
五
（
四
六
一
）
＝
六
六
㈹
　
　
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九
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　隅一

仏全

脳
死
・
臓
器
移
植
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

臓
器
移
植
法
施
行
と
そ
の
諸
問
題

1998年1月1日

　
十
一
月
二
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
五
反
田

郵
便
年
金
会
館
（
ゆ
う
ぼ
う
と
）
で
、
日
本
宗
教
連

盟
主
催
に
よ
る
「
脳
死
・
臓
器
移
植
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
脳
死
・
臓
器
移
植
に
つ

い
て
、
宗
教
者
と
医
師
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
討
論

を
行
う
中
で
、
今
後
の
課
題
を
考
え
研
鐙
を
深
め
、

問
題
を
国
民
的
な
論
議
に
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
今
回
は
「
臓
器
移
植
法
施
行
と
そ
の
諸
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
百
二
十
名
の
参
加
者
の
も
と

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
午
後
一
時
、
松
田
一
日
宗
連
事
務
局
長
よ
り
開
会

宣
言
お
よ
び
開
催
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
廣
瀬

静
水
日
宗
連
理
事
長
よ
り
挨
拶
、
そ
し
て
来
賓
の
貝

谷
伸
厚
生
省
臓
器
移
植
対
策
室
長
よ
り
挨
拶
の
後
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
移
っ
た
。

　
初
め
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
田
丸
徳
善
氏
（
日

夕
連
理
事
・
大
正
大
学
教
授
）
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
の

財
日
本
宗
教
連
盟

紹
介
、
続
い
て
各
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
り
、
一
人
約
十
五

分
間
で
、
意
見
発
表
と
問
題
提
議
が
な
さ
れ
た
。

　
阿
部
知
子
氏
（
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
小
児
科
医
師
）

は
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
世
界
各
国
の
現
状
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
深
刻
な
臓
器
不
足
を
補
う
た
め

の
脳
死
概
念
の
拡
大
の
動
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
ク
ロ

ー
ン
羊
の
誕
生
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
科
学
技
術
の
独

走
の
問
題
に
触
れ
懸
念
を
示
し
た
。
ま
た
イ
ン
ド
で

の
臓
器
売
買
、
中
国
の
死
刑
囚
か
ら
の
臓
器
移
植
な

ど
、
移
植
医
療
が
生
む
新
た
な
社
会
的
不
公
平
の
問

題
を
示
唆
し
た
。
続
い
て
「
脳
低
体
温
療
法
」
な
ど

の
医
療
技
術
の
進
展
に
よ
る
脳
死
概
念
の
見
直
し
、

疾
病
観
に
基
づ
く
「
臓
器
移
植
」
医
療
の
根
本
的
な

と
ら
え
直
し
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
次
に
、
黒
住
一
昌
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）
は

今
回
制
定
さ
れ
た
臓
器
移
植
法
の
「
脳
死
体
の
臓
器

を
移
植
に
使
う
時
だ
け
、
脳
死
が
死
で
あ
る
」
と
い

う
論
理
の
不
自
然
さ
を
指
摘
し
、
医
学
的
生
物
学
的

に
い
え
ば
、
ど
ん
な
場
合
で
も
「
脳
死
は
死
で
あ
る
」

し

と
し
た
。
そ
し
て
臓
器
移
植
は
、
人
工
臓
器
の
利
用

に
比
べ
れ
ば
最
良
の
治
療
法
と
は
言
え
な
い
が
、
現

在
は
ま
だ
臓
器
移
植
医
療
は
必
要
で
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
キ
リ
ス
ト
者
の
立
場
か
ら
は
、
自
ら
の
死
後
、

遺
体
や
臓
器
を
他
者
に
提
供
し
て
、
他
者
の
命
を
救

う
こ
と
は
善
行
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
松
本
文
六
氏
（
天
心
堂
へ
つ
ぎ
病
院
理
事
長
）
は

今
回
の
臓
器
移
植
法
案
に
つ
い
て
、
死
亡
時
刻
が
主

治
医
の
裁
量
で
移
動
可
能
で
あ
り
、
移
植
の
成
功
を

図
る
た
め
脳
死
の
判
定
を
早
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
、
患
者
が
脳
死
判
定
を
拒
否
出
来
な
い
恐
れ

が
あ
る
こ
と
、
臓
器
移
植
に
よ
る
国
民
的
医
療
負
担

の
増
大
、
脳
死
を
「
人
の
死
」
と
す
る
こ
と
へ
の
根

本
的
疑
念
な
ど
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
今
回
の
臓
器
移

植
法
は
、
人
の
死
で
は
な
い
「
脳
死
」
で
人
の
死
を

新
た
に
作
り
出
す
、
い
わ
ば
「
他
人
の
死
を
待
つ
医

療
」
を
押
し
進
め
る
も
の
と
し
て
懸
念
を
示
し
た
。

　
片
山
文
彦
氏
（
花
園
神
社
宮
司
・
東
京
女
子
医
大

講
師
）
は
、
医
師
、
神
職
（
宗
教
家
）
、
そ
し
て
子

供
を
小
児
ガ
ン
で
亡
く
し
た
親
（
家
族
）
、
こ
の
三

つ
の
立
場
の
相
違
に
よ
っ
て
、
自
身
の
脳
死
・
臓
器

移
植
に
つ
い
て
の
見
解
が
変
化
す
る
と
述
べ
た
。
そ

し
て
臓
器
移
植
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
、
移

植
医
自
身
の
ド
ナ
ー
登
録
、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ

ー
の
養
成
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
整
備
。
被
提
供
者

に
対
す
る
充
分
な
説
明
と
同
意
。
医
療
界
全
体
の
信

頼
回
復
。
以
上
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
示
唆
し
た
。
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五
反
田
ゆ
う
ぼ
う
と
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

…
議
軽

し
か
し
宗
教
家
と
し
て
は
、
や
は
り
脳
死
に
よ
る
臓

器
移
植
は
不
自
然
な
こ
と
で
、
妊
娠
中
絶
と
共
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
善
意
に
よ
っ
て
一
人
の
人
間
を
救
え
る
な
ら
、

第
三
者
は
そ
れ
に
口
を
挟
む
べ
き
で
な
く
、
多
様
な

考
え
方
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。

　
多
井
一
雄
氏
（
武
蔵
工
業
大
学
教
授
）
は
、
ま
ず
、

キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
立
場
で
は
、
死
の
確
定
は
、
宗

教
上
倫
理
上
の
原
則
と
は
関
係
な
く
、
医
学
が
判
定

す
べ
き
と
す
る
考
え
の
あ
る
こ
と
。
ま
た
医
師
と
い

う
専
門
家
の
判
断
に
従
っ
て
、
脳
死
が
個
体
死
と
さ

れ
る
な
ら
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
べ
き
と
す

る
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
脳
死
は

理
念
と
し
て
、
あ
る
「
瞬
間
」
と
し
て
の
死
を
要
請

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
定
義
に
様
々
な
理
解
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
生
体
臓
器
の
他
者

へ
の
提
供
に
関
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
生
命
倫
理
に

お
い
て
は
、
自
己
犠
牲
と
他
者
利
益
の
関
連
に
つ
い

て
、
従
来
よ
り
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
た
。

　
藤
井
正
雄
氏
（
大
正
大
学
教
授
）
は
、
死
の
判
定

に
つ
い
て
、
医
師
の
間
で
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
て
い
な
い
状
況
を
挙
げ
、
そ
う
し
た
状
況
下
で

我
々
一
般
人
が
果
た
し
て
死
を
判
断
で
き
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
疑
問
を
挙
げ
た
。
さ
ら
に
、
医
師
へ
の

不
信
感
が
、
一
般
の
脳
死
に
対
す
る
疑
惑
を
増
幅
し

て
い
る
と
説
明
。
そ
し
て
死
を
法
に
よ
り
規
定
す
る

こ
と
へ
の
反
対
の
意
志
を
表
明
し
た
。

　
ま
た
臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
立
場
か
ら

は
賛
否
両
論
が
あ
り
、
他
者
の
為
の
「
捨
身
」
は
最

高
の
慈
悲
行
と
し
て
称
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た

同
じ
仏
教
の
立
場
か
ら
、
臓
器
移
植
と
は
生
へ
の
執

着
で
教
え
に
反
す
る
と
い
う
反
対
論
も
出
て
く
る
と

説
明
し
た
。
そ
し
て
、
状
況
に
応
じ
た
倫
理
に
も
と

つ
く
臓
器
移
植
を
考
え
る
必
要
性
を
改
め
て
強
調
し
、

自
身
は
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
疑

問
を
呈
す
る
が
、
移
植
に
つ
い
て
は
厳
重
な
条
件
付

．
！
　
　
七

こ
『

き
で
あ
る
が
、
反
対
し
て
い
な
い
と
述
べ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
み
、
質
疑
応
答
中
心
に
討
議
が
行
わ

れ
た
。
そ
し
て
会
場
の
、
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
移
植
医
療
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
い
る
と
い

う
参
加
者
か
ら
は
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
、
移
植
医
療

推
進
の
立
場
か
ら
の
意
見
と
質
疑
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
田
丸
氏
は
、
脳
死

と
臓
器
移
植
の
問
題
に
関
し
て
、
①
医
療
技
術
レ
ベ

ル
、
②
社
会
的
レ
ベ
ル
、
③
宗
教
・
倫
理
の
レ
ベ
ル

の
三
つ
の
段
階
で
考
え
る
必
要
を
指
摘
し
た
。
そ
し

て
②
の
社
会
的
レ
ベ
ル
で
は
、
高
度
な
医
療
技
術
に

伴
う
医
療
費
負
担
の
問
題
。
医
者
、
家
族
、
患
者
で

成
立
し
て
い
た
医
療
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
（
臓
器
被
提
供
者
）
、
ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供

者
）
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
問
題
。
臓
器
売
買
、
貧

富
の
差
等
、
社
会
状
況
に
よ
る
不
公
平
の
発
生
へ
の

懸
念
と
公
正
化
へ
の
努
力
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
そ
し
て
、
③
の
宗
教
・
倫
理
の
レ
ベ
ル
で
は
各
宗

教
に
よ
っ
て
脳
死
・
臓
器
移
植
へ
の
評
価
が
大
き
く

異
な
る
現
状
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
生
の
中
に
は
あ

ら
か
じ
め
死
が
含
ま
れ
、
そ
の
死
に
つ
な
が
る
の
が

病
で
あ
る
と
し
、
現
在
の
医
療
の
肉
体
的
・
物
理
的

な
生
命
維
持
尊
重
の
姿
勢
に
対
し
て
宗
教
的
見
地
か

ら
の
考
察
・
提
言
の
必
要
性
を
示
唆
し
た
。
そ
し
て

脳
死
・
臓
器
移
植
に
関
し
て
は
、
今
後
、
意
見
の
異

な
る
者
が
、
相
互
に
理
解
し
、
歩
み
寄
り
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
と
述
べ
、
討
議
を
締
め
括
っ
た
。
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仏全

熟太

]
輪
彿
教
徒
幾
畿
へ

　
去
る
十
一
月
十
九
日
、
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、

ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
、
第
三
十
二
回
大
阪
府
佛
教
徒

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
の
式
典
で
は
、
音
楽

法
要
、
認
可
会
員
住
職
の
在
任
三
十
年
表
彰
、
吉
田

英
哲
大
阪
府
佛
教
会
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
本
会
荒

川
事
務
総
長
の
祝
辞
へ
と
続
い
た
。
続
い
て
の
第
二

部
は
、
「
宗
教
と
教
育
i
日
本
の
教
育
を
論
断
す
る

！
戦
後
教
育
五
十
年
の
光
と
影
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
大
村

英
昭
・
大
阪
大
学
教
授
、
瀧
藤
里
教
・
四
天
王
寺
元

管
長
・
四
天
王
寺
国
際
佛
教
大
学
元
学
長
、
川
崎
泰

資
・
大
谷
女
子
短
期
大
学
教
授
ら
が
、
ま
た
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
は
増
田
貞
圓
・
大
阪
府
佛
教
会
副
会
長
が

つ
と
め
た
。
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
政
教
分
離
、

信
教
の
自
由
な
ど
に
関
わ
る
、
現
代
の
宗
教
と
教
育

の
問
題
が
多
方
面
か
ら
提
議
さ
れ
論
じ
ら
れ
た
。

日
本
仏
教
保
育
協
会
記
念
祝
賀
会

　
十
一
月
二
十
日
、
東
京
・
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ハ
イ
ア
ッ
ト
に
お
い
て
、
（
社
）
日
本
仏
教
保
育
協
会

主
催
、
（
財
）
国
際
仏
教
興
隆
協
会
、
鈴
木
出
版
株
式

会
社
共
催
で
、
仏
教
保
育
絵
本
「
こ
ど
も
の
く
に
」

創
刊
三
十
周
年
と
イ
ン
ド
菩
提
樹
学
園
創
立
二
十
周

年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
、
渡

邊
総
務
部
次
長
が
出
席
し
た
。
午
後
五
時
か
ら
の
式

典
で
は
、
上
村
映
雄
・
日
本
仏
教
保
育
協
会
理
事
長
、

川
井
匡
俊
・
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
長
、
鈴
木
四

隅
・
鈴
木
出
版
社
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
物
故
者
追
悼

と
感
謝
状
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
同
所
で

祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
菩
提
樹
学
園
創
立
時
の
様
子
を

納
め
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。

1998年1月1日

　
去
る
十
月
三
日
リ
ー
ガ
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に

て
平
成
九
年
度
第
二
回
分
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
佐
々
木
副
委
員
長
の
辞
任
に
と
も
な
い
欠
．

員
と
な
っ
て
い
た
副
委
員
長
に
は
、
曹
洞
宗
の
森
和

久
師
が
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

　
次
に
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

考
古
学
調
査
の
結
果
か
ら
は
復
元
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の

デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
資
料
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
し
た
丹
下
健
三
氏
に
設
計
を
依
頼
し
て
は
ど
う

か
が
検
討
さ
れ
た
。

　
各
委
員
よ
り
、
予
算
は
大
丈
夫
な
の
か
、
再
勧
募

を
行
う
の
か
等
、
意
見
が
出
た
が
、
具
体
的
復
元
案

（
設
計
図
書
）
が
出
来
て
か
ら
詳
細
に
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
理

事
会
へ
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

L
D
T
理
事
長
（
ネ
パ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣
）
戦
局

　
十
一
月
十
日
、
シ
ャ
ラ
ッ
ト
シ
ン
大
臣
お
よ
び
駐

日
ネ
パ
ー
ル
大
使
ら
が
本
会
を
表
敬
訪
問
し
た
。
席

上
、
白
幡
理
事
長
よ
り
大
臣
へ
、
マ
ヤ
堂
復
元
事
業

の
早
期
推
進
が
要
請
さ
れ
た
。

こス（

ｻ
鋼
務
｛
局
侭
録
一
罫
多
ミ

　
　
　
　
一
十
二
月
－

　
　
二
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会

　
　
　
　
　
常
務
理
事
会

三
日
～
六
日
半
W
F
B
執
行
委
員
会
出
席

　
　
四
日
　
戒
名
問
題
研
究
会

　
　
入
日
　
京
都
府
仏
教
連
合
会
記
念
大
会
出
席

　
　
　
　
　
岐
阜
県
仏
教
会
成
道
会
参
列

　
　
九
日
　
西
山
浄
土
宗
管
長
晋
山
式
出
席

　
　
　
　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
下
道
会
参
列

　
　
＋
日
局
内
会
議

　
十
一
日
　
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

　
十
二
日
　
法
律
相
談
室

十
九
日
　
局
内
会
議

塩
田
義
朗
師
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

十
月
二
十
日
、
入
十
四
歳
で
遷
化

日
蓮
宗
元
宗
務
総
長
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